
図　面　リ　ス　ト

図面番号 図面名称 図面名称図面番号 図面番号 図面名称

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事

Ａ　－　　１

Ａ　－　　２

特記仕様書④Ａ　－　　４

Ａ　－　　３ 特記仕様書③

１階平面図（現況）Ａ　－　　７

Ａ　－　　８ 天井伏図（現況）

工事概要・外部仕上表・内部仕上表Ａ　－　　６

Ａ　－　　５ 配置図　兼　仮設計画図

特記仕様書①

特記仕様書②

Ａ　－　１０

Ａ　－　１１

Ａ　－　１３

Ａ　－　１２

Ａ　－　　９ 天井伏図（改修後）

屋根伏図（現況）

Ａ　－　２１

Ａ　－　１４

Ａ　－　２２

屋根伏図（改修後）

Ａ　－　２３

Ａ　－　１５

Ａ　－　１９

Ａ　－　１８

Ａ　－　１６

Ａ　－　１７

Ａ　－　２０

電気設備　　自動火災報知設備図（現況撤去）

電気設備　　コンセント・放送設備図（現況撤去）

電気設備　　電灯照明設備図（現況撤去）

Ｅ　－　　７

電気設備　　コンセント・放送設備図（改修後）Ｅ　－　　４

Ｅ　－　　５

電気設備　　自動火災報知設備図（改修後）Ｅ　－　　６

Ｅ　－　　３

電気設備　　電灯照明設備図（改修後）Ｅ　－　　２

Ｅ　－　　１ 電気設備　　特記仕様書

展開図①　（現況）

展開図②　（現況）

展開図③　（改修後）

展開図④　（改修後）

矩計図④　（改修後）

矩計図③　（改修後）

矩計図②　（現況）

矩計図①　（現況）

断面図（改修後）

断面図（現況）

Ａ　－　２５

Ａ　－　２４

立面図①　（現況）

立面図②　（現況）

立面図③　（改修後）

立面図④　（改修後）



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

特記仕様書①

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－　１

２ ．工事内容　下記の事項に拠る

吊天井耐震対策工事

上記に伴う、撤去処分工事

上記に伴う、建築改修工事

上記に伴う、電気改修工事

１．工事場所　伊賀市阿保地内

上記に伴う、廃材処分工事

上記に伴う、機械改修工事

・配置する　（　　　日　　×　　人　　＝　　　人　　）　　　・配置しない

サイディング取合部

ガラス廻り

１０

２ １ ２

＜１－１＞

電気設備工事： 照明設備改修、他

＜２－１＞

※平日、土曜、午前8時～午後17時の間で、大型の重機、及び車輌

または大型資材搬入時に、敷地入口付近に配置

青山中学校武道場吊天井耐震対策工事

㎡程度

㎡程度　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(2.4.3)

・ＭＳ－２

Ⅰ　工事概要

・ 屋上

・汲取り式：小便器、大便器×各1棟（工事用、施設利用者・職員用各々）、程度

※測定対象室及び測定個所数：

品質性能評価事業　建築材料等評価名簿」（最新版）（以下「評価名簿」という）

・建築工事標準詳細図　　　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成２８年度版）

・公共建築改修工事標準仕様書　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成３１年度版）

・公共建築工事標準仕様書　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成３１年度版）

工 事 名　

　　(3)特記事項に記載の（　）内表示番号は建築改修工事標準仕様書の当該図又は当該表を示す。

　　　　○印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　　　○印が付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　(2)特記事項は、○の付いたものを適用する。

　　(1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２．特記仕様

　　「公共建築改修工事標準仕様書（平成３１年度版）」（以下「改標仕」）による。

　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「公共建築工事標準仕様書（平成３１年度版）」

１．共通仕様

Ⅱ　建築改修工事仕様

            　　・行わない

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の試験　※簡易接着性試験　・引張接着性試験　　 　　　　　　　　　(3.7.8)

ｱｸﾘﾙ系・ＡＣ－１

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系・ＰＵ－２

ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系

変成ｼﾘｺｰﾝ系

ｼﾘｺｰﾝ系・ＳＲ－２

ｼﾘｺｰﾝ系・ＳＲ－１

施　工　箇　所材　　　種工　法

表面処理　※Ａ－１又はＢ－１　・ 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　(3.9.2)(d)

　　（本体幅　　㎜、板厚　※２．０㎜　・　　㎜、固定間隔　　㎜）

　・板材折曲げ型

　・押出２００形　・押出２５０形　・押出３００形　・押出３５０形　

部材の種類                                 　　　　　      (3.9.2)（c）(表3.9.1)

（Ｌ４Ｘ）　・行う　・行わない 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 (3.2.6)(c)(6)

 脱気装置　・設ける　・設けない

施　工　箇　所種　別工　法

 脱気装置　・設ける　・設けない

・S-M3(SI-M3)・Ｍ４ＳＩ

・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・Ｍ４Ｓ

・Ｓ３ＳＩ

・S-F1(SI-F1)・S-F2(SI-F2)・Ｓ３Ｓ

・Ｓ４ＳＩ

・S-M3(SI-M3)・Ｓ４Ｓ

・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・Ｐ０ＳＩ

・S-F1(SI-F1)・S-F2(SI-F2)・Ｐ０Ｓ

施　工　箇　所種　　　別工　法

　　　　　　製造所（製品名）

　　　　　・既存目地　寸法（㎜）２５×７０

伸縮目地　・アスファルト注入目地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3.3.5)(f)

              　 ・設ける　・設けない

　 脱気装置（Ｐ０Ｄ及びＭ３Ｄ）　　 　　　　　　　　　           　(3.3.3)(b)(2)

　 施工標識　　　・設ける　・設けない

　 厚　さ（㎜）　・２５（両面スキン層付き、特定フロンを含まないもの）

   材　質　　　　・発泡プラスチック保温材（ＪＩＳ　Ａ９５１１）

断熱層工法の断熱材（Ｐ１ＢＩ、Ｐ２ＡＩ及びＴ１ＢＩ工法） 　　　　　　 (3.3.2)(h)

・ＡＳＩ－１・ＡＳＩ－２ 

・Ｐ０ＡＳ

・ＡＳ－４　・ＡＳ－５　・ＡＳ－６・Ｍ３ＡＳ

・ＡＳ－１　・ＡＳ－２　・ＡＳ－３・Ｍ４ＡＳ

・Ｐ２Ｅ

・Ｅ－１　　・Ｅ－２・Ｐ１Ｅ

・Ｃ－１　　・Ｃ－２・Ｍ４Ｃ

・Ｄ－１　　・Ｄ－２・Ｍ３Ｄ

・Ｍ４ＤＩ

・Ｍ３ＤＩ

・ＤＩ－１　・ＤＩ－２・Ｐ０ＤＩ

・ＢＩ－１　・ＢＩ－２・Ｔ１ＢＩ

・Ｄ－１　　・Ｄ－２・Ｐ０Ｄ

・ＡＩ－１　・ＡＩ－２・Ｐ２ＡＩ

・Ａ－１　　・Ａ－２・Ｐ２Ａ

・ＢＩ－１　・ＢＩ－２・Ｐ１ＢＩ

・Ｂ－１　　・Ｂ－２・Ｐ１Ｂ

施　工　箇　所種　　　別工　法

                                         　　　　　　  (3.2.2)(表3.3.1～表3.4.2)

・ＰＳ－２

養生方法　※塗替え改修部は、ｶ-ﾃﾝ脱着（ﾚ-ﾙ共）とする。　　 　　　　　　　(2.3.1)

外部足場の保護シート等による養生　※適用する　・適用しない　　　　　　　 (2.2.1)

構内既存の施設　・利用できる（・有償　・無償）　※利用できない

構内既存の施設　・利用できる（・有償　・無償）　※利用できない

受注者事務所の規模(単位:㎡)   　　　　　　　　　　 　　    　　　　      (2.4.1)

※設置する

 (2.4.2)

・衣類ロッカー・冷暖房機器・消火器・湯沸器・掃除具

・加入電話の付属電話機（請負者が本電話機を設置する場合）

・ゴム長靴・雨カッパ・保護帽・懐中電灯

・机椅子・書棚黒板・製図板・掛け時計・温度計　　　　　　　　　　　　　(2.4.1)(b)

※設けない

　屋根　　　　装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

　内壁・天井　合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ塗り

　床　　　　　合板張り又はﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄ張り

　部位等　　　仕上げ

　監督員事務所の仕上げ

　　面積　・15㎡程度　・20㎡程度　・35㎡程度　・65㎡程度　・100㎡程度

  監督職員事務所の規模(単位:㎡)

・設置する

・構内建物内の一部を使用する。      　　　　　                           (2.4.1)

合板又は石こうボードの塗装　・行う　※行わない

・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2.3.2)(表2.3.1)

保管場所　※構内既存施設内

種別　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種　　　　　　　　　　 　　　(表2.2.2)

監督職員の承諾を受ける。

備えたものとする。尚、やむを得ず工事目的物の一部を置場として使用する場合には

※塗料、油類等の引火性材料の貯蔵所は関係法令等に従い適切な規模、構造、設備を

書を監督員に速やかに提出すること。

工事施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督員に通報するとともに、事故の発生報告

在来にならい補修する。

工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕上げ共

　　設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受ける。

施工図

　※駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び操作スイッチ

　※自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

　※図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強

　※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔・開口部の補強

施工範囲

と協議すること。

※箇所数は外観４面各室２面程度とする。規定の箇所数が確保できない場合には、監督員

・ｱﾙﾊﾞﾑ１部(大きさ335㎜×290㎜程度、ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽ版)

※台紙貼り１部（ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽ版）

７　ｼｰﾘﾝｸﾞ用材料

６　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木

　　表面の仕上塗装

５　既存塗膜防水層

４　塗膜防水

　　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

３　合成高分子系

２　保護層等

１　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水３
　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

ＣＡＤデータの提出（※要　・不要）ただし、提出できない場合は監督員との協議による。

ＣＡＤによる作成　（※要　・不要）ただし、作成できない場合は監督員との協議による。

完成図の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

※完成図作図範囲　（すべての図面）

※作成する　　　　（※完成図　・保全に関する資料）　　　　　　　　　　　(1.8.2)

は被写体に巾広テープを添えて撮影する。（Ｅ版1部）

工事中　－　進捗状況の撮影記録をすると共に、特に竣工後、隠ぺい又は埋設される部分

着工時　－　敷地及び周辺の道路、建築物、工作物等の現況の撮影。（Ｅ版1部）

限り使用する。

※排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき指定された排出ガス対策型建設機械をできる

限り使用する。

※低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された建設機械をできる

※公共建築改修工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定工

法による。

※報告書　2部

※測定方法（※パッシブ法　・アクティブ法）

（　　　）ベンゼンベンゼンアルデヒド
スチレンキシレントルエン

その他パラジクロロエチルホルム

※測定対象化学物質（○で示したものとする。）

※測定する　・測定しない   　　　　　　　 　　　　   　　　　　　　　　　(1.6.6)

※職種別に可能なものについては積極的に活用すること。　　　　             (1.6.2)

補修方法　※図示　・　　　　　　　　　 　　　　　             　　　　　 (1.5.3)

調査方法　※図示　・　　

調査範囲　※図示　・　 　　　 　　　　　 　　　　　   　　　　　         (1.5.2)

た化学物質等を室外へ放出させること。

時間をとるものとする。また、施工時、施工後の通風、換気を十分に行い、室内に発散し

※接着剤及び塗料の塗布にあたっては、使用方法及び塗布料を十分に管理し、適切な乾燥

の他什器等は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを発散しないか、発散が少ないものとする。

発散が少ないものとする。これらの建築材料を使用して作られた家具、書架、実験台、そ

散が少ないものとする。塗料は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しないか、

可塑剤を使用し、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しないか、発

のとする。接着剤は、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ブチル及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙを含有しない難揮発性の

とする。保温材、緩衝材、断熱材はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散の少ないも

の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂及び仕上げ塗材は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを発散しないか、発散の少ないもの

※合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他

再生資源についても利用促進を図るものとする。

また、建設工事で得られた再生資源の活用はもちろんのこと、他産業の廃棄物で得られた

　品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努めること。

及び別記記載の資材及び見積りメーカー（参考）又はこれらと同等とする。

※本工事に使用する建築材料等は、建設大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等

14　その他

13　工事用電力

12　工事用水

11　仮設便所

10　交通誘導員

９　材料倉庫

８　受注者事務所

　　　　　の備品等

６　監督員事務所

５　監督員事務所

４　仮設間仕切り

     ｶｰﾃﾝ等の養生

３ 既存ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

２　材料、撤去

１　外部足場

７　危険物貯蔵所

22　事故報告

21　養生その他

　　　　　　取合い

20　設備工事との

（マニフェストE票の写しを提出すること。）

関係法令に従い適切処理し、監督員に報告する。

法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他

・引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関する

19　完成写真

・引渡を要するもの、再生資源の利用を図るものについては調書作成し、監督員へ提出すること

  ・建設発生木材

　・セメントコンクリート塊

　・アスファルトコンクリート塊

・再生資材の利用を図るもの

・現場において再利用を図るもの(                　　　　)

    処理方法(　レベル３  )

・特別管理産業廃棄物  ※有(  屋根：コロニアル葺き  )

・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　）  　　　　　　　 (1.3.8)

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

 (1.3.3)　・電気保安技術者　　※適用する

 (1.3.2)　・施工管理技術者　　※適用する

 (1.3.1)

 (1.2.4)

 (1.2.1～1.2.3)

 (1.1.8)

 (1.1.5)

特　記　事　項

※設計図書に適合する工事目的物を完成させるために、施工管理体制を確立し品質、工程

する。

※工事の記録は監督職員の指示した事項及び監督職員と協議した結果について記録を整備

　1）実施工程表　　2）施工計画書　　3）施工図等

※工事の着手に先立ち以下のものを作成し、監督職員の承諾を受ける。

部分に不都合が認められた場合は、監督職員と協議する。

計図書によることが困難又は不都合な場合、並びに設計図書に記載されていない見え隠れ

※設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等の関係で、設

の適正化の促進に関する法律に従ってこれを行うとともに、監督職員に提出する。

※施工体制台帳及び施工体系図の作成については、建設業法及び公共工事の入札及び契約

18　完成図

17　工事写真

　　建設機械の使用

16　排出ｶﾞｽ対策

　　　　　の防止

15　騒音・振動

14　特別な材料

　　　　　の工法

　　　　　濃度測定

13　化学物質の

12　技能士

　　破壊部分の補修

11　調査のための

10　施工数量調査

　　　　安全管理

９　施工中の

８　建築材料等

７　発生材の処理等

１　適用基準等１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

項　　目章

５　工事現場管理

４　工事関係図書

　　協議等

３　疑義に対する

２　書類の書式等

※　学校を運営しながらの工事となるため、工程については学校と充分協議調整を行うこと

　・監督員と協議し決定する。   　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　   (1.3.5)

６　施工条件

 　 施工可能日　　　　※指定なし　・休館日

排煙窓改修工事

屋根改修工事（ 雨漏り、劣化改修）

 　 施工不可能日　　　※　１２月２日（水）　学校行事のため終日工事は中止

    施工可能時間帯　　※　８時３０分　～　１７時

 　 資材搬入時間帯　　※　９時　　　　～　１２時

安全等の施工管理を行う。

外部足場の種別　　くさび緊結式足場（手すり先行工法）

    工事車両の駐車場　※指定なし　・敷地内駐車場（仮設計画図図示）



３～５・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り・25㎜角以下
・ユニットタイル

３～４・マスク貼り　　・25㎜角を超え小口ﾀｲﾙ未満

ﾀｲﾙ側３～４

下地側４～６・改良圧着貼り
・小口ﾀｲﾙ以上二丁掛け以下・外装タイル

４～７・改良積上げ貼り　　

５～８・密着貼り

塗り厚(㎜)工　　法タイル寸法タイルの種類

種類 　　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　　　 　　 (表4.5.3)

タイル貼替え工法　　　　　 　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　(4.5.8)

　　　　　　（ｺﾆｼﾎﾞﾝﾄﾞCPｱﾝｶ-ﾋﾟﾝ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法程度）

　範囲1.0ｍ2以下の場合（＠330*330）

　長さ1.0ｍ、巾0.2ｍの場合（＠200）

　　　　　　　　　 ・使用する　・使用しない

　　　　　　 貼付用モルタル及び目地材の既成調合材料

   　 ・ｴﾎﾟｷｼ樹脂による貼替え

種類　・ポリマーセメントモルタルによる貼替え

タイル部分貼替え工法　　　           　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.5.7)

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法　　　　　　　　　 (4.4.15)(図4.4.4)

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　　　　　　　　　　　 (4.4.14)(図4.4.4)

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　　　　　　　　 　　　(4.4.13)(図4.4.3)

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法　　　　　　　 　　　　　　(4.4.12)(図4.4.2)

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　　　　　　　　　　　　　　　(4.4.11)(図4.4.2）

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　　　　　　　　　　　　　　　 (4.4.10)(図4.4.1)

　範囲1.0ｍ2以下の場合（＠250*250）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.2.2 (j))(表4.2.4(その1)(その2))

※つやあり　・つやなし　

・合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス(SUS316)製

※Ｂ－１

・再使用する（図示による　※一部、撤去）　※再使用しない　　　　　　　(5.1.6(c))

・撤去工法　（※はつり工法　・引抜き工法）

面内変形追随性種　　類

断熱性遮音性種　　類

水　密　製気　密　性種　　類

鋼製建具の性能等級 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　(5.3.2)(表5.3.1)

・１６メッシュ　・１８メッシュ

網目

防虫網の材質 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.2.3(e))

化成皮膜の上に塗装・Ｄ

着色陽極酸化皮膜・Ｃ－２
ＡＡ６JIS H8601

無着色陽極酸化皮膜・Ｃ－１

着色陽極酸化塗装複合皮膜・Ｂ－２
ＢJIS H8602

無着色陽極酸化塗装複合皮膜

着色陽極酸化皮膜・Ａ－２
ＡＡ１５JIS H8601

無着色陽極酸化皮膜・Ａ－１

種　　類規格番号表　面　処　理種　　別

アルミニウム及びアルミニウム合金の表面処理の種別　　　　　 　　　　　　(表5.2.2)

・耐震ドアセット

面内変形追随性

・断熱サッシ・防音サッシ

・断熱ドアセット・防音ドアセット

断熱性遮音性

枠の見込み寸法　100mmＷ－５Ａ－４Ｓ－６・Ｃ種

Ｓ－５・Ｂ種
枠の見込み寸法　70mmＷ－４Ａ－３

Ｓ－４・Ａ種

備　　考水密性気密性耐風圧性種　別

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級　　 　　　　　　       (5.2.2)(表5.2.1)

・製作する　・製作しない           　　　　　　　　　　                  (5.1.5)

・かぶせ工法（・カバー工法　・持出し工法　・ノンシール工法）　 　　　　　(5.1.3)

（注）つやなし及びメタリックは、可とう形複層塗材及び防水形複層塗材には適用しない。

・つやあり　・つやなし　・水系
・ふっ素系

・つやあり　・つやなし　・メタリック・溶剤系

・つやあり　・つやなし　・水系　　シリコン系

・つやあり　・つやなし　・メタリック・溶剤系・アクリル

・水系

・つやあり　・つやなし　・弱溶剤系・ポリウレタン系

・つやあり　・つやなし　・メタリック・溶剤系

・つやあり　・水系・シリカ系

・つやあり　・つやなし　・水系

・つやあり　・つやなし　・弱溶剤系・アクリル系

・つやあり　・つやなし　・メタリック・溶剤系

外　　　　観溶媒種類樹脂種類

複層仕上塗材の上塗材の種類　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　(表4.2.4) 

下地調整　（※下地調整塗材　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・防水形仕上塗材主材）

・水洗い工法

・塗膜はく離剤工法

・高圧水洗工法

※サンダー工法

処　理　範　囲工　　法

既存塗膜等の除去及び下地処理　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　  (4.6.3)

種　　類

種　　類種　　類

JIS H4001

種　　類

※ゆず肌状 ※ローラー

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材CE

・複層塗材ＲＳ

・複層塗材ＲＥ　　（建築用仕上塗材）
・吹付け・凸部処理

・複層塗材Ｅ　　ＪＩＳ Ａ 6909

・複層塗材Ｓｉ・複層仕上塗材

　　複層塗材ＣＥ

・可とう形

・複層塗材ＣＥ
６　鋼製建具

・ひき起し

・ローラー・凹凸状

・こて・平たん状・外装厚塗材Ｅ

・凸部処理・外装厚塗材Ｓｉ
・吹付け

・吹放し
ス　

タ　

ッ　

コ　

状

５　網戸
・掻き落とし　　（建築用仕上塗材）

・ひき起し　　ＪＩＳ Ａ 6909
・こて

・凹凸状・厚付け仕上塗材

・平たん状・外装厚塗材Ｃ

・凸部処理
・吹付け

ス　

タ　

ッ　

コ　

状

・吹放し

・吹付け・砂壁状・外装薄塗材Ｓ

・吹付け・凹凸状

・さざ波状　　外装薄塗材Ｅ
・ローラー

・ゆず肌状・防水形

・さざ波状
・ローラー

・ゆず肌状

・凹凸状
・こて

・平たん状　　外装薄塗材Ｅ

・ゆず肌状・可とう形
・吹付け

・砂壁状

・こて
・着色骨材砂壁状

・吹付け

・さざ波状
・ローラー

・ゆず肌状

・凹凸状
・こて

・平たん状　　（建築用仕上塗材）

・ゆず肌状・外装薄塗材Ｅ　　ＪＩＳ Ａ 6909
・吹付け ４　ｱﾙﾐﾆｳﾑ

・砂壁状・薄付け仕上塗材

・さざ波状
・ローラー

・ゆず肌状　　外装薄塗材Si
３　ブラインド

・ゆず肌状・可とう形
・吹付け

・砂壁状・外装薄塗材Si
２　見本の製作

工　法仕上形状呼び名種　　類

※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆
１　改修工法

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

５　

建　

具　
改　

修　

工　

事

　せっ器質タイル

　磁器質タイル

　タイル貼替用エポキシ樹脂

　ポリマーセメントスラリー

　ポリマーセメントモルタル

　エポキシ樹脂モルタル

　パテ状エポキシ樹脂

　可とう性エポキシ樹脂

                  規塗膜に支障のないもの

　　　　　　　　　仮止めシール材等はエポキシ樹脂製造所の指定する製品で既存及び新

　　　　　　　　　・低粘度形　・中粘度形

　エポキシ樹脂　　ＪＩＳ　Ａ６０２４（建築補修用注入エポキシ樹脂）

材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　 　　　　　　 (4.2.2)(a)

　検査　シーリング接着性試験　・行う（・簡易接着性試験）　・行わない

  目地　伸縮目地（位置　　　　　　　　寸法　　　　×　　　　）

伸縮目地改修工法　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　(4.5.16(b))

目地ひび割れ改修工法　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　  (4.5.16(a))

・特注品・無釉・せっ器

・標準色・施釉・磁器

色うわぐすりきじ形　状　寸　法

・凹凸模様 ・吹付け

　　　（日本樹脂施工協同組合程度）

種類　・エポキシ樹脂モルタル充てん

充てん工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    (4.3.7)(4.4.8)

　　仕上げ

５　仕上塗材

モルタル塗替え工法　　　　　　　　　　　　           　　　　　　　　　　(4.4.9)

　　　・ポリマーセメントモルタル充てん

４　目地改修工法

　　　・可とう性エポキシ樹脂シール

種類　・パテ状エポキシ樹脂シール

シール工法　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　(4.3.6)(4.4.7)

※複層仕上塗材塗り

※目地ひび割れ部改修工法

※タイル部分貼替え工法

※充てん工法

※Ｕカットシール材充てん工法

※充てん工法

※Ｕカットシール材充てん工法

※充てん工法

※Ｕカットシール材充てん工法

・その他 ・ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し面改修工法（ﾆﾁｴ-吉田若返りｼｽﾃﾑ程度）

シーリング用材のうえにポリマーセメントモルタル充てん

　　　・行う　・行わない

　　　・可とう性エポキシ樹脂充てん平滑仕上（巾10mm*深さ10mm以上）

　　　　　庇

　仕上げ　軒裏

・調査範囲　※全面　・外壁（吹付塗装部分） 

種類　・シーリング用材充てん（・ＰＵー２　・　　　　）

Ｕカットシール材充てん工法　　　　　           　　　　　　　　　　　　　(4.3.5)

検査　・行う　・行わない

　　　・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入　　　注入量（　　　）注入孔間隔（　　　）

　　　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入　　　注入量（　　　）注入孔間隔（　　　）

種類　・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入　注入量（　　　）注入孔間隔（　　　）

樹脂注入工法　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　 　(4.3.4)(4.4.5)(4.5.5)

・マスチック塗材塗り

・各種塗料塗り

・厚付け仕上塗材塗り

・薄付け仕上塗材塗り・吹付部・塗り仕上げ

・伸縮目地改修工法

・目地

・タイル貼替え工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入タイル固定工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法・浮き部

・モルタル塗替え工法

・欠損部

・シール工法

　仕上げ外壁

・樹脂注入工法・ひび割れ部

・モルタル塗替え工法

・充てん工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法・浮き部

・モルタル塗替え工法

・欠損部

・シール工法

　仕上げ　外壁

・樹脂注入工法・ひび割れ部・ﾓﾙﾀﾙ塗り

・欠損部

・シール工法

・樹脂注入工法・ひび割れ部・ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

改　修　工　法種　　類外　　壁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(4.1.4)

　調査業者　材料メーカーの指定する施工業者とする

　　　　　　（立面図等に記載、必要に応じて写真添付）

・報告書　　３部監督員に提出

　　　　　　足場　・枠組　・ゴンドラ

・調査方法　目視及びミリスケール等

　　　　　　浮き部

　　　　　　はがれ及びはく落部分

※行う　・行わない

・ブリッジ工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　(3.7.7)

・拡幅シーリング再充てん工法（拡幅幅　　㎜、拡幅深さ　　㎜）           　(3.7.6)

・シーリング再充てん工法　　　           　　　　　　　　　　　　　　　　(3.7.5)

・シーリング充てん工法　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(3.7.4)

※注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

３　改修工法等

２　改修工法の種類

１ 施工数量

　　　　工法の種類

８　ｼｰﾘﾝｸﾞ改修

・調査項目　ひび割れ部（幅0.2㎜、0.2㎜～1.0 ㎜、1.0㎜以上）

・タイル貼り

カーテンボックス等

製建具

４　

外　

壁　

改　

修　

工　

事

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日
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　・モルタル下地　・木下地　・その他（　土間コン下地　）

小節

小節

頭繋ぎ

土台

胴縁

上小（見掛り）

小節

管柱、半柱

ＦＳ 各トイレ 2.0

2.5ホール、廊下、倉庫ＦＳ

※Ａ種

※Ａ種

※Ａ種（ただし、見掛かり面）

　※行う　・行わない

・Ｂ種
不透明塗料塗りの場合

・Ｂ種の場合

透明塗料塗り

・Ｂ種　　又は

生地のまま

等　　　級部　材　名　称使用箇所

造作材の等級　　　  　　　　　　　    　　　　　    　(6.5.2(a)(2)(ⅴ))(表6.5.3)

等　　級部材名称等　　級部材名称等　　級部材名称

構造材及び下地材の等級　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.5.2(a)(2)(ⅳ))

※Ａ種　・Ｂ種造作材

※Ａ種　・Ｂ種構造材、下地材

種　　　別部材、下地材

木材の含水率（工事現場搬入時、質量比）　　　　　　　　　　(6.5.2(a)(1))(表6.5.2)

表面仕上げ　   ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　　　　　　　　　　　(6.5.1(c))(表6.5.1)

　（　図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

既存間仕切壁の撤去に伴う他の構造体の補修工法　 　　　　　　　　        　(6.3.2)

　※施工範囲及び施工によって汚れが生じた範囲　　・（　　　　　　）

改修後の床の清掃範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(6.2.2(c))

　・機械的除去工法　・目荒工法

合成樹脂塗り床材の除去等　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 (6.2.2(a)(2))

浮き、欠損部等による下地モルタルの撤去

既存床仕上げ材の除去等　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.2.2(a)(1))

４　木下地等

　　　　　下地補修

３　既存壁撤去、

　　　　　下地補修

２　既存床撤去、

４mm（学校用）　※磨板、型板

５mm

　（ﾛｯｸﾍﾟｲﾝﾄ水性ｱ-ﾙﾈ-ﾄ程度）

　※水性ウレタンクリヤ－（床用）塗のうえワックス塗り

　・ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形、Ｂ種）

　・生地のままワックス塗り

種別   ※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　　　 　　　　　　　　　(6.12.2)(表6.12.1)

・無垢フローリング　（根太張用）

※洋材

塗装　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　    (6.11.7(b))

・　・　・　・モザイクパーケット　（直張用）

大きさ厚　さ樹　種材　　　種

・複合３種フローリング（直張用）

・複合２種フローリング（直張用）

・複合１種フローリング（直張用）

・　・フローリングブロック（直張用）

※なら・フローリングボード　（直張用）

樹　種材　　　種

・接着工法　　　　　　　　　　　　　　　　(6.11.6)(表6.11.1)(表6.11.2)(表6.11.4)

※Ｃ種・３種

・Ｂ種・２種

・　・Ａ種・１種・複合フローリング　（根太張用）

・フローリングボード（根太張用）

樹　種種　別種　別材　　　料

・釘留め工法　　　 　　　　　　　　　   　　　　　　(6.11.5)(表6.11.2)(表6.11.3)

303×303１５※なら

備　　　考大きさ厚　さ樹　種

フローリングブロック(単位:㎜)

・モルタル埋込み工法　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　(6.11.4)(表6.11.1)

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ホルムアルデヒドの発散量

　・薄膜流し展べ仕上げ　・厚膜流し展べ仕上げ　・樹脂ﾓﾙﾀﾙ仕上げ　・防滑仕上げ

エポキシ樹脂塗り床の仕上げ種類 　　　　　　　　　　(6.10.3(c))(表6.10.4～6.10.7)

　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

弾性ウレタン塗り床の仕上げ種類、行程　　　　　　　　　　　 (6.10.2(b))(表6.10.3)

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

　熱溶接工法　・適用する　・適用しない

ビニル床シート張り　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.3(b))

下地   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　(6.8.3(a))

工法

備　　　考厚　さ色　　　柄

・ゴム床タイル　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　(6.8.2(e))

備　　　　考高　さ厚　さ

・ビニル幅木　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　   (6.8.2(d))

備　　考厚　さ性　　　能種　　　類

・その他　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　(6.8.2(c)(3))

備　　考形　　　状種　　　類

・視覚障害者用床タイル　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　(6.8.2(c)(2))

・　

辺材部分には、防虫処理を行う。

備　　　考

※屋外２５形

10　畳敷き  

・１９形　・２５形

機能・場所

・抗菌性ビニル床シ－ト

・ビニル床シート　【ＪＩＳ　Ａ５７０５（ビニル系床材）】 　　　       (6.8.2(a))

備　　考厚　さ性　　　能種　　　類

・帯電防止床タイル　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(6.8.2(c)(1))

備　　考厚　さ性　　　能種　　　類

・帯電防止床シート　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(6.8.2(c)(1))

備　　　考厚　さ種　　　類

厚　さ種類の記号 備　　　考

・ビニル床タイル　【ＪＩＳ　Ａ５７０５（ビニル系床材）】　　　　　　　(6.8.2(b))

　・使用する（引張試験）　※使用しない

　※６５形

　・４５形

材料　    　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.2)

既存埋込みインサート　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　    　(6.6.4(a)(1))

・１９形　・２５形・野縁受け

・１９形　・２５形・ダブル野縁

９　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り

・シングル野縁

種　　　類部　　材

野縁等の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.6.2)(表6.6.1)

　・１００形

　・９０形

８　合成樹脂塗り床

 スタッド、ランナーなどの種類       　　　　　　　　　　　　　　(6.7.3)(表6.7.1)

防ぎ処理　・施工する　・施工しない

防腐処理　・施工する（　　　　　　）　・施工しない

　厚さ5.5㎜合板の接着程度　（　　　　　　　　　　　　）

床張り用合板

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ホルムアルデヒドの放散量

　表面仕上材の化粧単板の樹種（　　　　　　　）　厚さ（　　　　　　　）

化粧ばり造作用集成材

厚　さ単　材　の　樹　種部材名称

造作用集成材

接着性能樹種名材面の品質強度等級品　　名部材名称

構造用集成材

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ホルムアルデヒドの放散量

集成材　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(6.5.2(b)(c))

代用樹種の使用　・禁止する　・禁止しない　　 　　　　　　          (6.5.2(a)(3))

等　　級

※シーリング材

※ひし網　・角網

４mm

　　ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ張り

　　　及び

　　ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

７　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、

　・行わない

　・行う（図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面改修　　　 　　 　　　　　　　　　　　(6.1.3(f))

６　軽量鉄骨天井下地

　（図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

天井内の既存壁の撤去に伴う取り合い部の天井改修範囲　 　　　　　　　 　(6.1.3(c))

図示による・　床

図示による・　壁

図示による・天井

５　軽量鉄骨壁下地

改修部分

既存間仕切壁の撤去に伴う取り合い部分の改修範囲　 　 　　　　　　　　　(6.1.3(b))

　スを用いる場合を除く））

　※表5.12.1による（枠見込み７０㎜のｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の場合（強化、合わせ、倍強度ガラ

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

・シーリング材　　・　ステンレス製

・シーリング材　　・ガスケット鋼製

・　アルミニウム製

　　(枠見込み70㎜の引違い、片引き障子の場合)・ガスケット

※グレイジングチャンネル形

建具の種類

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.12.2(b))

・倍強度ガラス

・内面　・外面反射皮膜・熱線反射ガラス

・複層ガラス

・熱線吸収板ガラス

・強化ガラス

・合わせガラス

材料板ガラスの種類及び厚さ等

・線入り板ガラス

6.8mm・網入り板ガラス

・フロート板ガラス

厚　さ

板ガラス　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.12.2(a))

・型板ガラス

備　　　　考

種　　　　　類

改　　修　　範　　囲

マスターキー　※製作する　・製作しない　　　 　　　　　　　　　　　　　　(5.6.4)

　・溶融亜鉛めっき鋼板　・ステンレス鋼板

ガイドレール　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(5.11.3)

　・スタンダード形　・ローヘッド形　・ハイリフト形　・バーチカル形

収納形式

　・バランス式　・チェーン式　・電動式

開閉方式

　・５０　　・７５　　・１００　　・１２５

耐風圧強度

　・スチールタイプ　・アルミニウムタイプ　・ファイバーグラスタイプ

セクション材料

型式及び機構　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(5.11.2)

　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形

　・材質　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スラットの材質及び形状

　・５０　　・６５　　・８０

耐風圧強度

　・上部電動式（手動併用）　・手動式

開閉形式                         　　　　　         (5.10.2)(表5.10.1)

　・設置する　・設置しない

シャッターケース

　・上部電動式（手動併用）　・上部手動式

開閉機能　　　　   　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　(5.9.2)(表5.9.1)

　・５０　　・８０　　・１２０

耐風圧強度

　・一般重量ｼｬｯﾀｰ　・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ　・屋内用防火ｼｬｯﾀｰ　・防煙ｼｬｯﾀｰ

種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  (5.9.2)

凍結防止措置　・行う　・行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.7.3(f))

　・ペダルスイッチ　　　　　・押しボタンスイッチ

　・熱線スイッチ　　　　　　・光電スイッチ　　　　　　・タッチスイッチ

  ・光線（反射）ｽｲｯﾁ　　　　・音波スイッチ

  ・マットスイッチ　　　　　・電子(電磁)ﾏｯﾄｽｲｯﾁ

センサの種類　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　         (5.7.3)(表5.7.3)

  ※改標仕表5.7.2による　・（　　　　　　　　　）

スイングドア用自動ドア開閉装置の性能値　　　　　　　　(5.7.2)(b)(2)

　※改共仕表5.7.1による　・（　　　　　　　　　）

スライディングドア用自動ドア開閉装置の性能値　　 　　　　　　　　　(5.7.2)(b)(1)

　・スイングドア　　　（・片開き　・両開き）

　・スライディングドア（・片引き　・引分け）

１　一般事項

開閉方法　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.7.3)

６　

内　

装　

改　

修　

工　

事

  ※改標仕表5.6.1(その1)(その2)による

金物の見掛かり部等の材質  　 　　　　　　　 　　　　　　　　　  　　     (5.6.2)

曲げ加工　　・普通曲げ　・角出し曲げ　　 　　　　　　　　　　　　　　　　(5.5.5)

面内変形追随性種　　類

断熱性種　　類遮音性種　　類
15　ガラスとめ材

水　密　製気　密　性種　　類

ステンレス製建具の性能等級 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.5.2)

面内変形追随性種　　類

断熱性種　　類遮音性種　　類

気　密　性種　　類

14　ガラス
鋼製軽量建具の性能等級　※建具表による　　　　　(5.4.2)

13　ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ

12　軽量シャッター

11　重量シャッター

　　　　開閉装置

10　自動ドア

９　建具用金物

８　ステンレス製建具

７　鋼製軽量建具

機能・場所

・防滑性ビニル床シ－ト

厚　さ種類の記号 備　　　考

16　オペレーター装置 既存アルミサッシ（ＡＷ３・ＡＷ４）にオペレーター装置を取付け

参考品番：株式会社　豊和　ＭＤ－ＧＦ露出（ＦＨ）

・野縁等はメーカー基準による

11　天井耐震対策 ・地震対策直張り天井システム

　参考品番：三洋工業株式会社　ＳＺセイバー高断熱タイプ

・地震対策天井システム　㎡当たり2.0kg以下

　参考品番：三洋工業株式会社　フェノバＳＺ耐震高熱タイプ
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３　屋根葺き替え

２　ピクトサイン

１　室名札 ステンレス製・ 平付型・ Ｗ300×Ｈ70×Ｄ10

※1カ所…倉庫

※スコッチカルシート 貼

※新協和： ＳＫ－６ ０ ５ ＮＳ－２ Ｆ  程度

玄関、 ホール、 廊下 Ａ Ａ 級

８
　
雑
　
工
　
事

※無黄変型水性1液ｳﾚﾀﾝ樹脂塗料（屋内外　　　　　程度）

※顔料系木部着色材　　　　　 （屋内外　　　　　程度）

・塗布　　２回（　　　　　程度）

※無黄変型水性1液ｳﾚﾀﾝ樹脂塗料（屋内床　　　　　程度）

（　屋内　鉄部　　　　　程度　　木部　　　　　程度　）

（　屋内　ＲＣ、モルタル、ボ－ド面等　　　　　程度　）

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

木部　汚れ・付着物除去のうえ、水性ｽﾃｲﾝ１回、水性ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔ-3回塗り

木部　・Ａ種　※Ｂ種　・既設床面ｻﾝﾀﾞ-掛けのうえ、3回塗り

種別

　　（　※11節　※12節　・14節　）を適用とする

しみ止め　　 　※下塗りに先立ち水性シ－ラ－処理を行う

しみ止め　　 　※下塗りに先立ち水性シ－ラ－処理を行う

その他　※ＲＣ、モルタル、石膏ボ－ド面下地等の塗替え及び新規

種別（既存塗膜がＳＯＰ、ＶＰ塗等をＥＰ-Ｇ塗に塗替える場合）

(表7.18.2)

木部

木部　・Ａ種　※Ｂ種

(7.18.2)

(表7.18.1)木　部　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

鉄鋼面　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　(7.17.2)(表7.17.1)

種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　(7.16.2)(表7.16.1)

種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　(7.15.2)(表7.15.1)

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ－１種　・Ｃ－２種　・Ｃ－３種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　(7.14.2)(表7.14.1)

鉄鋼面及び亜鉛めっき面　　　　　　・Ａ種　※Ｂ種

コンクリート、モルタル、プラスター、せっこうボード、木部

種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.13.3)(表7.13.1)(表7.13.3)

種別 　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　　　　 　　　　　　　　　　　(7.12.2)(表7.12.1)

亜鉛めっき面　　　※Ａ種　・Ｂ種

鉄鋼面　　　　　　※Ａ種　・Ｂ種

種別 　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　　　　 　　　　　　　　　　　(7.11.2)(表7.11.1)

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面　　・Ａ種　・Ｂ種

亜鉛めっき面　　　・Ａ種　・Ｂ種

鉄鋼面　　　　　　・Ａ種　・Ｂ種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　(7.10.2～7.10.4)(表7.10.1～7.10.3)

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面　　・Ａ種　・Ｂ種

亜鉛めっき面　　　・Ａ種　・Ｂ種

鉄鋼面　　　　　　・Ａ種　・Ｂ種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　(7.9.2～7.9.4)(表7.9.1～7.9.3)

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面　　・Ａ種　・Ｂ種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　(7.8.2～7.8.4)(表7.8.1～7.8.3)

種別　 　　 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　　　　　　　　　　　　　　(7.7.3)(表7.7.1)

下地調整　 ・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種　 　　　　　　　　　　　(7.7.2)(表7.7.1)

 種別　 　 ・Ａ種　※Ｂ種　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(7.6.2)(表7.6.1)

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種・鉄鋼面及び亜鉛めっき面

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種・木部

種　　別・下　　地

種別　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　(7.5.2～7.5.3)(表7.5.1～7.5.2)

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種・亜鉛めっき面

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種・鋼鉄面（構造材、建具等）

種　　別・下　　地

種別　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　     (7.4.3～7.4.5)(表7.4.1～7.4.3)

塗料種別　※１種　・　  　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.4.2)

・木部

（ＳＯＰ）

（ＦＥ）

（ＡＥ）

（２-ＦＵＥ）

（２-ＡＳＥ）

（２-ＵＥ）

（ＥＰ-Ｇ）

（ＥＰ）

（ＥＰ-Ｍ）

（ＥＰ-Ｔ）

（ＵＣ）

（ＣＬ）

（ＯＳ）

（ＳＵＣ）

　・次の箇所を除き防火材料とする。（ 箇所                   ）

20　打放し保護材

　　ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔ-塗り

19　水性ｽﾃｲﾝ・水性

JPMS-21JIS K 5621JIS K 5625

　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする  　　　　　　　　  　　　　　(7.1.3)(b)

　※Ｆ☆☆☆☆　　　・Ｆ☆☆☆ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (7.1.3)(ａ)

建物内部に使用するﾕﾘｱ樹脂等を用いた塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量

鉄鋼面錆止め塗料　※Ａ種（屋外、屋内）　・Ｂ種（屋内）　・Ｃ種（屋内）

※水性シ－ラ－　・変性エポキシ樹脂プライマ－

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

塗料種別  　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 (7.3.2)(表7.3.1)

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・せっこうボード、その他ボード面

・押出成形セメント板面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・コンクリート、ＡＬＣパネル面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・モルタル面、プラスター面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・亜鉛めっき面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・鉄鋼面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・木部

種　　別下　　地

 種別　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　(7.2.2～7.2.7)(表7.2.1～7.2.7)

18　屋内水系塗料

17　ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り

16　ｸﾘｱﾗｯｶｰ塗り

　　　ワニス塗り

15　ウレタン樹脂

　　　　塗料塗り

　　　ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ模様

14　合成樹脂

　　　塗料塗り

13　多彩模様

　　　ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

12　合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ

　ｴﾏﾙｼﾞｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

11　つや有合成樹脂

　　　エナメル塗り

　　　ふっ素樹脂

10　常温乾燥形

　　　エナメル塗り

９　ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂

　　　エナメル塗り

８　２液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ

錆止め塗料塗り種別　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　 (7.3.3)(表7.3.3～7.3.4)

程　度

品質の

ｽﾃｱﾀｲﾄ
素地質

防　火　種　別品 質 の 程 度施　工　箇　所

※不燃　・準不燃　・難燃

亜鉛めっき面　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

鉄鋼面　　　　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

壁紙施工用でん粉系接着剤、ﾕﾘｱ樹脂等を用いた接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量

　上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

・　・　

部分的に後張りとしなければならない箇所・　・３級

※窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版下等、・２５・２級

施　工　箇　所厚さ(mm)難燃性

断熱材現場発泡工法　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.5.3)

　上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

・　・　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

・　

・２５　　・　・保温板３種ｂ

・２５　　・　・保温板２種ｂ・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・　・　・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

施工箇所厚さ(mm)種　　別種　　類

断熱材打込み工法        　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.5.2)

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ルデヒドの発散量

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱材のホルムア

　・壁タイル接着剤張り

　・積上げ張り

工法　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　(6.16.1)(表6.16.6)(表6.16.7)

　見本焼き　・行う　※行わない

　試験張り　・行う　※行わない

試験張り、見本焼き等　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 (6.16.3)(a)(3)

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

　　　エナメル塗り

７　アクリル樹脂

特注標準なしあり無釉施釉陶器磁器寸法(mm)
施工箇所

色役物うわぐすり　形状・　
　　非水分散形塗料

タイルの種類　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.16.3)
６　アクリル樹脂系

位置　・図示

伸縮調整目地　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(6.16.2)

　・使用する（形状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　エナメル塗り

 既成目地材　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.15.3)
５　フタル酸樹脂

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

　　　ペイント塗り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.14.2)

４　合成樹脂調合ホルムアルデヒドの発散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

き　じ

・　

１　材料

３　錆止め塗料塗り

２　下地調整

直仕上（塗装他）

※ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

※２類（一般部）

※１類（水廻り）

・パーティクルボード

・　化粧合板張り

難燃合板

※２類（一般部）

※１類（水廻り） ※５．５　・１２．０

・　
・　ラワンベニヤ

・　シナベニヤ

・有孔（寒冷紗裏貼品）

合
　
　
　
　
　
板

※５．５　・９．０（体育館)

特殊合板

※６．０　　　

※ 9.5(準不燃) ・12.5(不燃)

・　

・　・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板　　　　化粧合板

※３．０・特殊加工

板　※6.0　　　・　・　

・しおじ・突板化粧合板 　　※0.3未満　・　

化粧単板　・なら

セメント

繊維強化

・　

・ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(KF)

・12.0(不燃) ・　　立体模様
軒天用

・9.0(不燃)　・ 普通

・12.0(不燃) ・　　立体模様・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板(DR)
内部用

・9.0(不燃)　・12.0普通

・２５ガラスクロス包２号　３２Ｋ・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(GW-B)
吸
　
音
　
材
　
料

・２５１　　号・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(RW-B)

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-D)

※１２．５(不燃)

・１２．５(不燃)

※９．５(準不燃)

遮音シール材　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.13.2)(h)

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの発散量

７
　
塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

17　接着剤
・木目模様

普通

※９．５(不燃)トラバーチン　　　　　　　　　(GB-NC)

※９．５(不燃)模様なし・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

※９．５・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ(GB-L)

・１２．５(不燃)・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-F)

　　　　　　　　　(GB-S)

・９．５(準不燃)・シージングせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・１５．０(不燃)

天井

せ
　
っ
　
こ
　
う
　
ボ
　ー

　
ド
　
製
　
品

・１５．０(不燃)・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R)

※１２．５(不燃)壁

・９．５(準不燃)

厚　さ　(mm)規格、区分等種　　　類名称

   　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(6.13.2)(表6.13.1)

・市松敷き　　※模様流し　　・　階段部分

16　断熱材

※市松敷き　　・模様流し　　・　平　　場

敷き方   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.9.3)(d)(2)

・　・　※ループパイル

・　・適用しない※６．５※500×500・カットパイル

品質の程度電気抵抗(Ω)総厚さ(mm)寸法(mm)パイル形状

タイルカーペット　　　　　　　　　　　　      　　　　　    　  (6.9.2)(表6.9.2)

・　

※人体耐電圧３ＫＶ以下・　

備　　　考帯　電　性厚さ(mm)

ニードルパンチカーペット　　  　　　　 　　　　　　　　　　　　　　(6.9.2)(d)(2)

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

　　ﾙｰﾌﾟ併用

・　・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ、

15　タイル貼

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法　　３ＫＶ以下・ループパイル

・　※全面接着工法※人体耐電圧・　・カットパイル

品質の程度工　　法帯電性パイル長さ(mm)パイル形状・カット

14　ﾓﾙﾀﾙ塗り
タフテッドカーペット　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(6.9.2)(6.9.3)(表6.9.2)

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

・　・カット、ループ併用・Ｃ種

・ループパイル・Ｂ種

※人体耐電圧・カットパイル・Ａ種

品質の程度帯電性パイル形状種　別

13　壁紙張り敷き 織じゅうたん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.9.2)(6.9.3)(表6.9.1)

　　３ＫＶ以下

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

・トラバーチン

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

　・適用する（・アクリル系シーリング材　・ジョイントコンパウンド） ・適用しない

　　合板張り

　　その他ﾎﾞｰﾄﾞ及び

12　せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、

11　カーペット

※ 9.5(準不燃) ・12.5(不燃)

・不燃　※準不燃　・難燃

・不燃　・準不燃　※難燃
ステンレス製・ 突出型・ Ｗ200×Ｈ200×Ｄ15. 5

※3カ所…男性ト イレ（ Ｓ－１ ）

女性ト イレ（ Ｓ－２ ）

みんなのト イレ（ Ｔ －２ ）

※（ 　 　 ） 内は、 ピクト 図形番号を示す

※スコッチカルシート 貼

※新協和： ＳＫ－ＡＳ－２ Ｔ  程度　 　

カラーベスト 葺き

参考品番： ＫＭＥ Ｗ　 コロニアルクァッド

・５．０　　　



プ－ル25M

テニスコ－ト

玄関ポ-チ

油庫

公園及び公共
施設用地

公道

門

公
道

水
路

水道用地

山林

公道

Ｎ

倉庫

運　動　場

正門

武道場

部室

プ－ルハウス

倉庫

屋内運動場

用務員室

教室棟

(プレハブ)

食堂棟

技術室棟

管理棟普通教室棟 普通教室棟

特別教室棟

焼却炉

工事建物

仮設計画図 Ｓ＝１：１０００

1
,
5
0
0

4
7
,
9
0
0

12,00014,000
≒7,440

≒30,500

仮設便所

仮設事務所

仮囲い

記　号

仮設工事　凡例及び仕様

仕　　上

仮囲い　ガードフェンス　Ｈ＝１．８ｍ

仮設事務所

仮設便所

工事車両　進入経路

作業員駐車スペース

外部足場

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

配置図　兼　仮設計画図

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－　５

Ｓ＝１：１０００



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

工事概要・外部仕上表・内部仕上表

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－　６

外　部　仕　上　表

工　事　概　要

工事名称

工事場所

建築主氏名

建築主住所

建物用途

工事種別 吊天井耐震対策工事

中学校（武道場）

伊賀市阿保　地内

青山中学校武道場吊天井耐震対策工事 都市計画区域内　非線引き区域

指定なし

２２条地域

　６０％

２００％容積率

建ぺい率

道路

防火地域

用途地域

都市計画区域

幅員：　ｍ　　接道長さ：　ｍ

敷地面積

建築面積

延床面積

最高軒高

最高高さ

床高

鉄骨造

１階建て

独立基礎基礎形状

階数

構造

コロニアル葺き、アスファルトルーフィング２２ｋｇ、撤去処分。野地板は既設のまま

竪樋　（現況）

軒裏

屋根　（現況） 外壁

基礎巾木

建具 アルミサッシ

ラスモルタル刷毛引き　アクリルリシン吹付け

サイディング張り

軒樋　（現況）

・下地、仕上材仕様は全て　Ｆ☆☆☆☆　とする。

特記事項

内　部　仕　上　表

室名 床 巾木 壁 天井 天井廻り縁 天井高 備考

2,950杉撤去処分杉　１５×１００　竪羽目板張り、　ＯＳＣＬ塗り、木製横胴縁下地磁器質１００角タイル張り、下地モルタル玄関（南側）

４１，２３１．３０㎡

　　　４２４．９０㎡

　　　　　　４．９５ｍ

　　　　　７．９０ｍ

　　　　　０．４５ｍ

　　　４２４．９０㎡

武道場 カバーフローリング厚１８特殊張り、ポリウレタン塗り、コンパネ下地 4,000～4,500

　　　　※　今回工事では、屋根葺き替え工事のみ改修を行う。

　　　　※　今回工事では、天井張替え・壁一部新設工事のみ改修を行う。

女子更衣室

コロニアル葺き替え、アスファルトルーフィング９４０新設

サイディング張り

塩ビ　１５０角　撤去処分

ＶＰ　Φ１００　撤去処分

ジプトーン厚９張り、軽鉄天井下地　撤去処分

耐震断熱天井、天井下地共

玄関（西側）

男子更衣室

倉庫

１階

長尺シート張り、コンパネ5.5＋15下地 3,000

3,000

　　　（改修後）

現況

改修後

改修後

現況

現況

改修後

改修後

現況

現況

改修後

改修後

現況

磁器質100角ﾀｲﾙ

2,950

杉15×100　OSCL 杉　１５×１００　竪羽目板張り、　ＯＳＣＬ塗り、木製横胴縁下地 ジプトーン厚９張り、軽鉄天井下地　撤去処分

耐震天井直貼り

杉　30×45

4,500～7,200

杉15×100　OSCL 杉　１５×１００　竪羽目板張り、　ＯＳＣＬ塗り、木製横胴縁下地 ジプトーン厚９張り、軽鉄天井下地　撤去処分 杉撤去処分

アルミ製

2,950アルミ製

磁器質100角ﾀｲﾙ ジプトーン厚９張り、軽鉄天井下地　撤去処分磁器質１００角タイル張り、下地モルタル 杉　１５×１００　竪羽目板張り、　ＯＳＣＬ塗り、木製横胴縁下地 杉撤去処分 2,950

3,000杉撤去処分ジプトーン厚９張り、軽鉄天井下地　撤去処分

アルミ製 3,000

長尺シート張り、コンパネ5.5＋15下地 杉15×100　OSCL 化粧合板張り、　ＯＳＣＬ塗り、木製横胴縁下地

アルミ製

杉撤去処分ジプトーン厚９張り、軽鉄天井下地　撤去処分杉　１５×１００　竪羽目板張り、　ＯＳＣＬ塗り、木製横胴縁下地杉15×100　OSCL

3,000

3,000長尺シート張り、コンパネ5.5＋15下地

塩ビ　１５０角　新設

ＶＰ　Φ１００　新設

　　　（改修後）

　　　（改修後）

化粧合板張り、ＯＳＣＬ塗り、木製横胴縁下地　（FL+2,850以上）

化粧合板張り、ＣＬ塗り、壁軽鉄下地　（FL+4,000以上）新設 鋼製既製品

2,700

2,700

アルミ製

杉撤去処分
ＦＢ厚５．５張り、ＡＥＰ塗り　（FL＋1,300～2,700）

磁器質５０角タイル張り、下地モルタル

現況

改修後

改修後

現況

磁器質５０角タイル張り、下地モルタル
半磁器質１００角タイル張り、ラスモルタル下地　（FL＋1,300まで）

ＦＢ厚５．５ＡＥＰスチブル、軽鉄天井下地　撤去処分

女子便所

男子便所

ＦＢ厚５．５ＡＥＰスチブル、軽鉄天井下地　撤去処分
半磁器質１００角タイル張り、ラスモルタル下地　（FL＋1,300まで）

ＦＢ厚５．５張り、ＡＥＰ塗り　（FL＋1,300～2,700）
杉撤去処分

アルミ製

2,700

2,700

耐震断熱天井、天井下地共

耐震断熱天井、天井下地共

耐震断熱天井、天井下地共

耐震断熱天井、天井下地共

耐震断熱天井、天井下地共

耐震断熱天井、天井下地共

アルミ製
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１階平面図（現況） Ｓ＝１：１００
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,
1
0
0

31,500

3,50012,0004,00012,000

31,500

3,5004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

男子更衣室

倉庫

玄関

女子更衣室

武道場

玄関

男子便所

女子便所
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ＡＷ
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ＡＷ
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ＡＷ
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ＡＷ

３

ＡＷ

３
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４

ＡＷ

４

ＡＷ

展開

Ａ

ＢＤ

Ｃ

竪樋　ＶＰΦ１００

竪樋　ＶＰΦ１００

竪樋　ＶＰΦ１００竪樋　ＶＰΦ１００

竪樋　ＶＰΦ１００

竪樋　ＶＰΦ１００

竪樋　ＶＰΦ１００
竪樋　ＶＰΦ１００

竪樋　ＶＰΦ１００

竪樋　ＶＰΦ１００

竪樋　ＶＰΦ１００
竪樋　ＶＰΦ１００

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

１階平面図（現況）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－　７

Ｓ＝１：１００
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天井伏図（現況） Ｓ＝１：１００
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31,500

3,50012,0004,00012,000

31,500

3,5004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

Ｎ

1 98765432

A

A'

B

男子更衣室

倉庫

玄関

女子更衣室

玄関

男子便所

女子便所

900 900 900900

9
0
0

9
0
0

9
0
0

900

9
0
0

900

9
0
0

9
0
0

900

記号

天井仕上表　（現況）

仕　　上

① 軽鉄天井下地・ジプトーン厚９張り　　撤去処分

② 軽鉄天井下地・ＦＢ厚５．５目透し、ＡＥＰスチプル仕上　撤去処分

③ 軽鉄天井下地・サイディング張り

今回工事　範囲外を示す

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

②

②

③

③

③

③

1,300 1,400

※　武道場以外の天井廻縁は撤去処分とする

武道場

見切縁　撤去処分

見切縁　撤去処分

見切縁　撤去処分

見切縁　撤去処分

見切縁　撤去処分
見切縁　撤去処分

見切縁　撤去処分

見切縁　撤去処分

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

天井伏図（現況）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－　８

Ｓ＝１：１００
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天井伏図（改修後） Ｓ＝１：１００
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,
1
0
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31,500

3,50012,0004,00012,000

31,500

3,5004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

男子更衣室

倉庫

玄関

女子更衣室

玄関

武道場

男子便所

女子便所

900 900 900900

9
0
0

9
0
0

9
0
0

900

9
0
0

900

9
0
0

9
0
0

900

記号

天井仕上表　（改修後）

仕　　上

① 耐震天井直貼り　　　　鋼製廻縁

②

③

①　三洋工業株式会社　ＳＺセイバー（直貼張天井）高断熱タイプ　厚２５参考品番

軽鉄天井下地・サイディング張り

今回工事　範囲外を示す

②

②

②

②

②

①

①

①

①

②

②

③

③

③

③

Ｎ

1 98765432

A

A'

B

①

①

①

①

①

①

①

① ①

①

①

① ①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

耐震断熱天井　アルミ製廻縁

既存鉄骨梁

既存鉄骨部分で改修後表しとなる部材は、塗装塗り替えとする。

②　三洋工業株式会社　フェノバＳＺ耐震断熱天井　厚２５

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

天井伏図（改修後）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－　９

Ｓ＝１：１００



屋根伏図（現況） Ｓ＝１：１００
記号

屋根仕上表　（現況）

仕　　上

① コロニアル葺き、アスファルトルーフィング２２ｋｇ　撤去処分

耐火野地板　厚１８　既設のまま

棟包、水切り等役物　撤去処分

軒樋：塩ビ　角型（前高型）１５０　撤去処分

竪樋：ＶＰΦ１００　撤去処分
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,
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0

7
,
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0
0

2
,
1
0
0

31,500

3,50012,0004,00012,000

31,500

3,5004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

900 900 900900

9
0
0

9
0
0

9
0
0

900

9
0
0

900

9
0
0

6
0
0

900

6
0
0

600 600

屋根勾配　４／１０

屋根勾配　４／１０

屋根勾配　４／１０

屋根勾配　４／１０

①

①

①

①

落し口

落し口

落し口

落し口 落し口

落し口落し口 落し口

落し口

落し口

落し口

落し口 落し口 落し口

Ｎ

1 98765432

A

A'

B

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

屋根伏図（現況）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－１０

Ｓ＝１：１００
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屋根伏図（改修後） Ｓ＝１：１００
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900 900 900900

9
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9
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0

900

9
0
0

900

9
0
0

6
0
0

900

記号

屋根仕上表　（改修後）

仕　　上

① コロニアル葺き替え、アスファルトルーフィング９４０新設

Ｎ

1 98765432

A

A'

B

6
0
0

600 600

屋根勾配　４／１０

屋根勾配　４／１０

屋根勾配　４／１０

屋根勾配　４／１０

耐火野地板　厚１８　既設のまま

棟包、水切り等役物　新設（既製品）

軒樋：塩ビ　角型（前高型）１５０　新設

竪樋：ＶＰΦ１００　新設

①

①

①

①

落し口

落し口

落し口

落し口 落し口

落し口落し口 落し口

落し口

落し口

落し口

落し口 落し口 落し口

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

屋根伏図（改修後）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－１１

Ｓ＝１：１００



床下換気口：アルミカラー

ガラリステン防虫網裏張り360×600

サイディング

サイディング

柱型：サイディング

コロニアル

巾木：RCモルタル刷毛引アクリルリシン吹付

サイディング

屋根裏換気口：アルミカラー

ガラリステン防虫網裏張り

サイディング

巾木：RCモルタル刷毛引アクリルリシン吹付 床下換気口：アルミカラー

ガラリステン防虫網裏張り360×600

柱型：サイディング

サイディング

10

4

西立面図（現況） Ｓ＝１：１００

Ｓ＝１：１００南立面図（現況）
今回工事　範囲外を示す

屋根：コロニアル葺き　撤去処分
　　　アスファルトルーフィング２２ｋｇ　撤去処分

屋根：コロニアル葺き　撤去処分
　　　アスファルトルーフィング２２ｋｇ　撤去処分

10

4

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

立面図①　（現況）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－１２

Ｓ＝１：１００



巾木：RCモルタル刷毛引アクリルリシン吹付

柱型：サイディング

サイディング

サイディング

ガラリステン防虫網裏張り360×600

床下換気口：アルミカラー

今回工事　範囲外を示す

東立面図（現況） Ｓ＝１：１００

Ｓ＝１：１００北立面図（現況）

屋根：コロニアル葺き　撤去処分
　　　アスファルトルーフィング２２kg　撤去処分

屋根：コロニアル葺き　撤去処分
　　　アスファルトルーフィング２２kg　撤去処分

10

4

10

4

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

立面図②　（現況）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－１３

Ｓ＝１：１００



床下換気口：アルミカラー

ガラリステン防虫網裏張り360×600

サイディング

サイディング

柱型：サイディング

コロニアル

巾木：RCモルタル刷毛引アクリルリシン吹付

サイディング

屋根裏換気口：アルミカラー

ガラリステン防虫網裏張り

サイディング

巾木：RCモルタル刷毛引アクリルリシン吹付 床下換気口：アルミカラー

ガラリステン防虫網裏張り360×600

柱型：サイディング

サイディング

西立面図（改修後） Ｓ＝１：１００

Ｓ＝１：１００南立面図（改修後）
今回工事　範囲外を示す

屋根：コロニアル葺き　葺き替え
　　　アスファルトルーフィング９４０　新設

屋根：コロニアル葺き　葺き替え
　　　アスファルトルーフィング９４０　新設

10

4

10

4

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

立面図③　（改修後）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－１４

Ｓ＝１：１００



承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

立面図④　（改修後）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－１５

Ｓ＝１：１００

巾 木 ： RCモ ル タ ル 刷 毛 引 ア ク リ ル リ シ ン 吹 付

柱 型 ： サ イ デ ィ ン グ

サ イ デ ィ ン グ

サ イ デ ィ ン グ

ガ ラ リ ス テ ン 防 虫 網 裏 張 り 360× 600

床 下 換 気 口 ： ア ル ミ カ ラ ー

今回工事　範囲外を示す

東立面図（改修後） Ｓ＝１：１００

Ｓ＝１：１００北立面図（改修後）

屋根：コロニアル葺き　葺き替え

屋根：コロニアル葺き　葺き替え
　　　アスファルトルーフィング９４０　新設

10

4

10

4

　　　アスファルトルーフィング９４０　新設
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ｂ－ｂ’断面図（現況） Ｓ＝１：１００

Ｓ＝１：１００ａ－ａ’断面図（現況）
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承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

断面図（現況）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－１６

Ｓ＝１：１００
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矩計図①　（現況） Ｓ＝１：４０

天井廻縁　撤去処分 開口三方枠　既設のまま
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特　記

矩計図①（現況）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
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矩計図②（現況） Ｓ＝１：４０
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今回工事　範囲外を示す
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種別訂正年月日
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特　記

矩計図②（現況）
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Ａ－　１９

Ｓ＝１：４０



14,000

3,500 3,500 3,500 3,500

900

母屋：Ｃ－１００×５０×２０×２．３＠６００
　　　＠１，８２０毎にＷとする

3
,
0
0
0

8
4
0

4
,
9
5
0 4
,
5
0
0

4
5
0

屋根裏換気用ガラリ：アルミガラリ固定式
ステンレス防虫網張り

6
0
0

1
8
5

1
,
2
0
0

9
0
0

1
0
0

9
0
0

柱型：サイディング張り

付額縁：杉　３０×８０　ＯＳＣＬ塗り

付額縁：杉　３０×８０　ＯＳＣＬ塗り

付額縁：杉　４５×１２０　ＯＳＣＬ塗り

付額縁：杉　４５×１２０　ＯＳＣＬ塗り

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1
0
0

3
5

2
,
7
0
0

3
0

壁：化粧合板　厚５．５張り　ＯＳＣＬ塗り

1,000300

3
0
0

1
5
0

1
5
0

床，踏面，けあげ：磁器質１００角タイル張り
　　　　　　　　　下地モルタル

2
,
8
0
0

6
0
0

2
0
0

2
,
0
0
0

A B

10

4

耐震天井直張り　新設

耐震天井直張り　新設

耐震断熱天井　新設

壁：杉板１２×９０　竪羽目板張り　
　　ＯＳＣＬ塗り

大梁：Ｈ－３５０×１７５×７×１１

小梁：Ｈ－１９８×９９×４．５×７

小梁：Ｈ－１００×１００×６×８

矩計図③　（改修後） Ｓ＝１：４０
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既設壁材

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

矩計図③（改修後）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－２０

Ｓ＝１：４０
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矩計図④（改修後） Ｓ＝１：４０

天井：耐震断熱天井新設
軽鉄天井下地共新設
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開口三方枠　既設のまま
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屋根：コロニアル葺き　葺き替え
アスファルトルーフィング９４０　新設

耐火野地板　厚１８　既設のまま
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承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日
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矩計図④（改修後）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
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展開図①（現況）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－２２

Ｓ＝１：５０
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展開図②（現況）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－２３

Ｓ＝１：５０
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承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日
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特　記

展開図③（改修後）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
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承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

工事名称

図面名称

縮　　尺

Ｒ２．　８．３１

特　記

展開図④（改修後）

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事
Ａ－２５

Ｓ＝１：１００

見え掛り鉄骨面　ＳＯＰ塗替え

見え掛り鉄骨面　ＳＯＰ塗替え



特　記
工事名称

図面名称

縮　　尺

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

Ｒ２．　８．３１ Ｅ－　１

電気設備　特記仕様書

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

１．施行基準

２．一般事項

監督員指示の下に入念かつ誠実に施工すること。

　設計図書に定められた内容、現場の納まり・取り合い等の不明な点や施工上の困難・不都合、

図面上の誤記及び記載漏れ等に起因する問題点及び疑義、設計図書のとおりに施工することで将

来不具合が発生しうると予想される場合については、その都度、監督員と協議すること。

　他工事との取合いについては予め当該工事関係者間において協議し、円滑な工事進捗に努める

こと。なお調整不足による意匠的な仕上がり不備や不具合が発生した場合は監督員の指示により

手直し施工を行うこと。

　受注者は、施工に先立ち、次の書類を提出し、監督員と打合わせを行うこと。

　＊詳細施工図（施工図リストを含む）

なお設計図書のとおりの施工であっても使用上の不具合が発生した場合は協議の上、

改善策を講じること。

　図面及び特記仕様書に記載のない事項については以下による。

　＊国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　「公共建築工事標準仕様書　最新版」（建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「公共建築改修工事標準仕様書　最新版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

　　「建築工事監理指針」「電気設備工事監理指針」「機械設備工事監理指針」　最新版

　＊国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修

　　「建築設備耐震設計・施工指針２００５年版」

　＊電気設備に関する技術基準を定める省令（電気設備技術基準）

　＊電力会社供給約款

　＊消防関連法規（条例・所轄署指導要領を含む）

　＊電気工事業の業務の適正化に関する法律・電気工事士法・労働安全衛生法

　＊その他関連法規、関連諸基準

　　「公共建築設備工事標準図　最新版」（電気設備工事編・機械設備工事編）

　工事の詳細については、本設計図面及び仕様書による他、上記各施工基準に準拠し、

　・施工計画等

　＊総合施工計画書

　なお、これらの書類の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討

　すること。

　・工事使用材料等 　工事に使用する機器及び材料等については、予め、次の書類を提出すること。

　＊使用機材届出書（メーカーリスト）

　＊機器明細図

　＊カタログ・製作図・その他諸資料

交通省大臣営繕部監修「建設材料・設備機材等品質性能評価事業」評価名簿（最新版）又は

　なお、機器及び材料等の選定にあたっては電気設備工事指定資材見積メーカー（参考）及び国土

これらと同等以上のものとする。

　また、品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努め、「みえ・グリーン購

入基本方針」に準ずること。

　関連業者間にて十分協議し実施工程表、月間工程表を作成して監督員に提出すること。

　なお月間工程表には埋設・隠蔽・高所等の施工確認項目の該当時期を印すること。

　国土交通大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第３版）－建築設備編」によるほか

監督員の指示により撮影し、電子納品及び以下のものを提出する。

　なおＣＤの提出部数は「電子納品」を参照

　＊代表写真（不可視部分や材料、寸法写真、拡大写真、撤去処分品、搬出状況等）を抽出しＬ

　判相当サイズで印刷。　　　　（Ａ４版用紙に両面印刷にて３枚／ページ）　１部

　・完成書類

　主たる電気設備の全景写真を黒板無しにて撮影し、Ｌ判相当サイズで印刷する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ａ４版用紙に３枚／ページ）１部

　工事が完成した時は各種の試験及び検査を受けるものとする。

　書類については以下のもの及び上記書類を併せ、監督員の指示に従い取りまとめ提出する。

　　白焼き（青焼き不可）で文字潰れのないこと。表紙（可能な範囲で背表紙にも）に「年度、

　工事名、工期、竣工図（又は施工図）、受注者名」を印字（シール不可）すること。

　＊完成図書（試験成績表、自社検査記録、機器完成図、取扱説明書、保証書、機器銘板写し等）

　＊官公署手続き書類等（検査済証、着工届出書、設置届出書、電力会社届出書類等）

　＊その他監督員の指示する書類

　なお、完成書類の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

　ただし、作成しがたい場合は、監督員との協議による。

　撮影箇所は主要機器類、室内及び外構等の電気設備とする。詳細は監督員と協議する。

　・完成確認、完成検査時

　　　の電源確保

　機器の動作確認、電圧・極性・相回転等の確認が出来るよう電源を確保すること。

　　竣工図は、原図サイズ及びＡ３縮小版を各２部・施工図は、原図サイズ１部。

　・工程表

　・工事写真

　・完成写真

　＊工事書類（打合記録、工事材料搬入報告）

　＊工事書類（工事写真、安全教育・訓練に関する書類、産業廃棄物処理集計表等）

　＊引渡目録、工事書類預り書

　＊製本図面（竣工図）：図面枚数が少ない場合、合冊でもよい。

　＊工事完成報告書、工事目的物引渡書、完成写真

Ⅰ　工事名称

Ⅱ　工事場所

Ⅲ　建物概要

電気設備工事特記仕様書

伊賀市　阿保　地内

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事

構　　造建物名称 延面積（㎡） 消施令の適用 備　　考

鉄骨造　１階建て 　＊＊＊＊＊　㎡武道場

Ⅳ　工事仕様

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

　監督員及び関係部署と協議調整し決定すること。

　工事施工中に事故が発生した場合には直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事

事故報告書を監督員が指示する期日までに、監督員に提出しなければならない。

　なお、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取調査、

検証等に協力すること。

　上記以外の引き渡しを要するものについては別途、監督員が指示する。

特別管理産業廃棄物　　□変圧器　　□コンデンサ　　□その他（　　　　　　　　　　　）

処理方法　　■現場内の監督員の指定する場所へ保管

　なお施工に際して、ＰＣＢ等特別管理産業廃棄物、及び疑わしき機器等を発見した場合は監督員

に報告し対応を協議するものとする。

　発注者へ引き渡すものについては「現場発生品調書」を提出すること。また再利用を図るものに

ついても調書を作成し、監督員へ提出すること。　引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適正に処理し、監督員に報告すること。

（マニフェストＡ、Ｅ票の写を監督員に提出する）

　・発生材の処理等 引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　）

　・残土処分 □構内敷きならし　□場外搬出（片道運搬距離　約　　ｋｍ）　　　　レ

　・電子納品 　工事完成図書は、竣工図・施工図のＣＡＤデータ（ＪＷＷ）及びＰＤＦを格納。

　・事故の発生時

　・施工条件

　・諸手続

　・消防提出書類

　・既設との取合い

　・既設設備の調査

　工事に伴う関係官公署、電力会社、電気保安管理者等への諸手続きは、受注者がこれを代行し、

必要経費も本工事に含む。

　消火器の設置届については、電気設備にて設置届を提出する必要がある場合は、消火器について

も併せて届出すること。ただし機械設備にて設置届を提出する必要がある場合は機械設備に含める

ものとする。防火対象物使用開始届については書類の作成（電気設備図面の用意及び電気設備に関

する部分の記述）を行うこと。

　本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

　既設設備の改修を含む場合、他の設備、施設運営に影響を来さないよう、現地工事着工前に充分

な調査をおこなうこと。又、施工前後で比較を行るよう工事前にも絶縁抵抗測定を行っておくこと。

　新築、増築等で自家用電気工作物の範囲が変更になった場合、その供用開始から引渡しまでの電

気保安管理にかかる費用は本工事に含まれる。

場合の措置

　暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除処置要綱第２条第１項第１項第１０

号）を受けた場合の措置について

　号）による不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった

　時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

　（２）（１）により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに

　発注者に報告すること。発注者への報告は文書で行うこと。

　（３）受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じ

　（１）受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除処置要綱第２条第１項第１項第８

　た場合は、発注者と協議を行うこと。

３．耐震基準

版）」（国土交通省国土技術政策総合研究所及び独立行政法人建築研究所監修）による。

　耐震措置の計算及び施工方法は、次の事項以外は全て「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説

平成８年版」（建設大臣官房長官庁営繕部監修）及び「建築設備耐震設計・施工指針（２００５年

（１）局部震度法による建築設備機器の設計用標準水平震度（Ｋｓ）

（２）地域係数は１．０とする。

（３）自重が１００ｋｇ以下の比較的軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）の

取付については、取付下地を入念に施工し、標準メーカーの指定する方法で確実に

取付を行うものとするが、監督員の承諾を受ける。

（４）配管配線及びダクトの支持は、標準仕様書及び標準図による。

（５）機器の耐震計算書を提出すること。

重量１ｋＮ（１００ｋｇ）以上のアンカー取付機器

※盤類、変圧器類、発電設備及び補機類、燃料タンク等水槽類、その他監督員が

指示するもの。

　・不当介入を受けた

　・工事中の保安管理

４．施工 （１）塗装

　・指定色で２回塗りとする。

　　金属管、２種金属線ぴ、吊りボルト、支持具等鋼板製（ＳＵＳ、溶融亜鉛メッキ、樹脂製は

　　除く）は原則として塗装を施すこと。

（２）行先表示等

　・分電盤、端子盤、制御盤、プルボックス、ハンドホール内の電線ケーブル類にはケーブル

　　サイズ及び行先の表示を施すこと。

（３）セパレータ

　・分電盤、端子盤、制御盤、コンセント内等に強電回路、弱電回路が混在する場合はセパレータ

　　を取り付けること。

（４）保護キャップ等

　・レースウェイ等のダクタークリップが、人が容易に近づける場所、高さ（おおよそ２ｍ以下）

　　にある場合は保護キャップを取り付けること。

（５）地中埋設配管及び埋設表示杭・シート

（６）防火区画部は国土交通大臣認定工法にて防火区画処理を行うこと。

５．その他 （１）使用機械

　・低騒音型、低振動型の建設機械の使用に努めること。

　　立ち使用する測定機器の検査済証（写し）又は校正記録（写し）を監督員に提示すること。

（２）測定機器の校正記録

　・工事で使用する測定機器に対しては適正に校正した器具を使用しなければならない。測定に先

（３）設計図書上に示すメーカー型番・姿図等は参考とする。

青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事

名　　　　　　称 備　　考記　号 名　　　　　　称 備　　考記　号

～電灯分電盤 盤類結線図参照

Ｓ

接地極

手元開閉器

器具姿図参照

　　　〃

照明器具　天井取付け

　　〃　　壁付け

， 天井換気扇、壁付け換気扇（設備工事）

注　・「ＪＩＳ規格適合品」と指定された資材は、工業標準化法に基づく適合の表示（製品・包装の外面、容器の外面、結束荷札ごとの納品書にＪＩＳ
　　　マーク表示、またはＪＩＳ規格証明書等の添付）のあるものをいう。
　　・「設備機材等評価名簿」とは、国土交通省官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評価名簿（電気設備 機 材
　　　機械設備機材）」の最新版をいう。ただし、納入地区及びアフターサービス地区に中部地区または近畿地区が含まれ、評価の有効期間内にある
　　　場合にのみ有効とする。
　　・「設備機材等評価名簿」に記載されていないメーカーの資機材を使用する場合は、評価基準と同じ条件を満たすことを証明する書類を監督員に
　　　提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。
　　・特殊仕様の資機材を使用する必要がある場合は、仕様、性能等を証明する書類を監督員に提出し、承諾が得られた場合のみ使用できるものとする。

凡　例

，

２Ｅ

２ コンセント　２Ｐ１５Ａ×１、２Ｐ１５Ａ×２

　　〃　　　２Ｐ１５Ａ．Ｅ×２＋Ｅ．Ｔ 　　〃

新金属プレート

新金属プレート

メーカー型番は参考とする。

工事範囲

配線器具

プレート

照明器具

特別なものを除き大角型とする

新金属 ステンレス フルカラー（　　　　）

パイプ吊りの照明器具は振れ止めを施工する。

器具は原則としてＬＥＤとし、省エネタイプとする

工事範囲 配管 配線

電
灯
設
備

電気方式　種別

フロアーコンセント アップコン

ＢＴ内蔵型非常照明

照度測定

ＢＴ別置き型

収納式（上下可動） 固定式

行う（各居室　３ポイント） 行わない

単相３線式（２００／１００Ｖ） 単相２線式（ １００Ｖ ２００Ｖ　 （　　　　　）Ｖ）

機器取付 ポール灯基礎工事

増幅器

同上附属品

その他

業務用

マイク（　本） ＣＤプレーヤー

非常用 （　　Ｗ－　局　　ラジオ付）防災業務兼用型

カセットデッキ チャイム ワイヤレス受信機

工事範囲 消防立ち合い試験配管 配線 機器取付

拡
声
設
備

受信機 Ｐ型　　級　　回線

発信機 総合盤

ガス漏れ警報設備

単独 埋込型

単独 複合型（防火扉　回線＋ガス漏れ　回線）

単独 複合型 ＬＰＧガス 都市ガス

露出型

工事範囲 配管 配線 機器取付 消防立ち合い試験

その他

自
動
火
災
報
知
設
備

既設照明器具撤去

既設スピーカ撤去

既設感知器等の撤去

　　資　機　材　名 　　適　用　範　囲 　　規　格　・　メ　ー　カ　ー　等

耐火、耐熱電線 耐火・耐熱性を必要とする
場所に使用するもの　

●ＪＩＳ規格適合品上記以外の一般配線工事
に使用するもの

　優先使用）　　　　　 ブルのあるもの

電線 一般配線工事に使用する ●ＪＩＳ規格適合品
もので、エコ電線・ケー ●ＪＣＳ（日本電線工業会規格）規格適合品

電線、ケーブル類
（エコ電線・ケーブルを

●（社）日本電線工業会により自主認定（評定）されたもの

●登録認定機関（（社）電線総合技術センター）または指定認定
　機関（（社）日本電線工業会（耐火・耐熱電線認定業務委員会））
　により認定または評定されたもの

　分　　類

電気設備工事指定資機材適用規格及びメーカーリスト

●ＪＩＳ規格適合品
●ＪＩＳ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を
　定める省令の適合品

とう電線管、フロアダク
ト、各付属品

一般配線工事に使用する
もの

●（社）日本照明器具工業会標準（ＪＩＬ規格）適合品
※メーカーは「設備機材等評価名簿」による

（省エネ型を優先使用）
●ＪＩＳ規格適合品照明器具 蛍光灯器具

ＩＶＥ、ＦＥＰ、ＣＤ、
合成樹脂製可とう管、可

電線保護物類 金属管、ＶＥ、ＰＦ、Ｈ

●ＪＩＳ規格のない物にあっては、電気用品の技術上の基準を
　定める省令の適合品

もの
●ＪＩＳ規格適合品配線器具 コンセント、スイッチ 一般配線工事に使用する

盤類
※メーカーは「設備機材等評価名簿」による

分電盤、実験盤 ●ＪＩＳ規格適合品

※メーカーは「設備機材等評価名簿」による
制御盤 ●（社）日本配電制御システム工業会規格（ＪＳＩＡ）適合品

拡声装置 非常用放送設備
するもの
非常用放送設備として使用 ●登録認定機関（日本消防検定協会）の認定を受け、認定証票が

　貼付されたもの

受信機、漏電火災警報器 　証票が貼付されたもの
感知器、発信機、中継器、自動火災報知装置 ●登録検定機関（日本消防検定協会）の検定を受け、検定合格

スイッチ　１Ｐ１５Ａ×１～６

ＡＳ 自動点滅器



特　記
工事名称 青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：１００

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

Ｒ２．　８．３１

電気設備　電灯照明設備図（改修後）

改修後
1 98765432

31,500

3,5004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

A

1
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0
0
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,0
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0

B

2
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0
0

A'

7
,0
0
0

7
,0
0
0

3
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0
0

3
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0
0

ＡＳ

３Ｋ

A
３Ｋ

6

ＡＳ

剣道場 柔道場

玄関

C

C

D

D

E

E

５Ｌ

Ｎ

Ｓ＝１：１００

パナソニック　ＮＮＦＷ２１８１０ＪＬＥ９　相当品 パナソニック　ダウンライトＸＮＤ１５６４ＷＮＬＥ９　相当品 パナソニック　ＦＡ２０３１２ＬＥ１＋ＦＫ２００００　相当品

Ａ Ｂ Ｃ ＬＥＤウォールライト　２０形　防湿型・防雨型 Ｄ ＬＥＤダウンライト　１５０形　拡散形ひとセンサ付 Ｅ ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形　避難口誘導灯片面型

１９３０ｌｍ－１９．０Ｗ－１０１．５　ｌｍ／Ｗ １６７０ｌｍ－１２．４Ｗ－１３４．６　ｌｍ／Ｗ

女子更衣室

玄関

倉庫

男子更衣室

男子便所

女子便所

２．０－２Ｃ

　〃

ＥＥＦ

　〃

　〃 １．６－３Ｃ

１．６－２Ｃ

　〃

　〃 １．６－２Ｃ＋２Ｃ

１．６－３Ｃ

２．０－３Ｃ

注２．配線図中特記なき配管配線は下記とする。

１Ｃ＝ＥＤ

１Ｃ＝ＥＤ

１Ｃ＝ＥＤ

但し、二重天井内は、ケーブルコロガシとする。

壁内　立下げ部分は、既設配管利用とする。

Ｅ－　２

注１．図中に示す、実線部分の新設を行うこと。

改修後　１階平面図

ＬＥＤ直付型４０形　　Ｗ１５０

５２００ｌｍ－３１．９Ｗ－１６３．０　ｌｍ／Ｗ

ＬＥＤ直付型４０形　　Ｗ１５０

パナソニック　直付ＸＬＸ４５０ＡＥＮＴＬＥ９　相当品パナソニック　直付ＸＬＸ４００ＡＥＮＪＬＥ９　相当品

１００００ｌｍ－５６．０Ｗ－１７８．５　ｌｍ／Ｗ

LSS9-4-48 LBF3MP-2-13 LDS2-LRS1-13 ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＬ

1 2 3 4 5

A
×３６

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

電源装置はライトバー側に内蔵

５０００Ｋ、Ｒａ８３、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

天井直付型・壁直付型

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア

Ｂ級・ＢＬ形　片面型

一般型（２０分間）

ニッケル水素蓄電池

リモコン自己点検機能付

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

ひと（熱線）センサ付、５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

枠・反射板（下部）：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

埋込穴φ１５０

B

B

B

B

B



特　記
工事名称 青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：１００

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

Ｒ２．　８．３１
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現況１階平面図 Ｓ＝１：１００

ＡＳ

1

3 4 5

V42

B21

B21

D27

V42

Ｄ１５０ ×20

2

D27 U21

U21

電気設備　電灯照明設備図（現況撤去）

３Ｋ

A
３Ｋ

6

B21

V41

V42

Ｕ２１

D27

D150

照明器具

　〃

　〃

ＦＬ－　２０Ｗｘ１

ＦＬ－　４０Ｗｘ１

ＦＬ－　４０Ｗｘ２

　〃 ＦＤＬ－２７Ｗｘ１

　〃 ＭＴ－１５０Ｗｘ１

　〃

露出型

ダウンライト

　〃

露出型（壁付）

露出型（天直付）

注１，図中に示す既設器具（実線のみ）の撤去を行うこと。

　　　（点線にて示す器具等は流用とする）

誘導灯

自動点滅器

ＡＳ

ＡＳ

ＦＬ－　２０Ｗｘ１　ＢＴ内蔵型

１００Ｖ－３Ａ

注２，配線図中実線にて示す露出配管、配線及び、既設器具撤去に

　　　伴い不要になった露出配管、配線の撤去を行うこと。

２．０ｘ２

　〃 ２．０ｘ２Ｅ２．０

ＩＶ

　〃

　〃 １．６ｘ２Ｅ１．６

１．６ｘ２

　〃

　〃 １．６ｘ３Ｅ１．６

１．６ｘ３

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ２２）

（ＰＦ１６）
剣道場

玄関

柔道場

改修前

５Ｌ

女子更衣室

玄関

倉庫

男子更衣室

男子便所

女子便所

Ｅ－　３

V42 V41

V41



特　記
工事名称 青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事

図面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：１００

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

Ｒ２．　８．３１

電気設備　コンセント・放送設備図（改修後）

改修後
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Ｎ

Ｓ＝１：１００

２ ２

ｔ

5P

２

２
7

8

２

２２

玄関

倉庫

男子更衣室

女子更衣室

玄関

男子便所

女子便所

改修後　１階平面図

柔道場剣道場

放送 ＨＰ １．２－２Ｃ

但し、二重天井内は、ケーブルコロガシとする。

注２．配線図中特記なき配管配線は下記とする。

壁内　立下げ部分は、既設配管利用とする。

注１．図中に示す、実線部分の新設を行うこと。

露出型スピーカー（１Ｗ）

３Ｗ（３．３ｋΩ）、１Ｗ（１０ｋΩ）

４段階

１２ｃｍコーンスピーカ

１８０Ｈｚ～１５ｋＨｚ

３．３ｋΩ、１０ｋΩ

９２ｄＢ（１ｍ、１Ｗ）

使用スピーカ

出力音圧レベル

入力インピーダンス

音量調整

周波数特性

定格入力

＜Ｌ級／１Ｗ＞

φ２５０ 78



特　記
工事名称 青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事

図 面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：１００

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

Ｒ２．　８．３１

1 98765432

31,500

3,5004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

A

1
4
,0
0
0

4
,0
0
0

4
,0
0
0

2
,0
0
0

4
,0
0
0

B

2
,1
0
0

A'

7
,0
0
0

7
,0
0
0

3
,5
0
0

3
,5
0
0

31,500

3,50012,0004,00012,000

Ｎ

現況１階平面図 Ｓ＝１：１００

電気設備　コンセント・放送設備図（現況撤去）

２ ２

ｔ

5P

２

２
7

8

２

２２

玄関

倉庫

男子更衣室

女子更衣室

玄関

男子便所

女子便所

改修前

柔道場剣道場

E- 5

注１，図中に示す既設器具（実線のみ）の撤去を行うこと。

　　　（点線にて示す器具等は流用とする）

２

スピーカ（３Ｗ）

端子盤

コンセント　２Ｐ１５Ａ×２

天井埋込型

新金属プレート

注２，配線図中実線にて示す露出配管、配線及び、既設器具撤去に

　　　伴い不要になった露出配管、配線の撤去を行うこと。

コンセント

放送

ＩＶ （ＰＦ１６）２．０ｘ２

ＨＰ （ＰＦ１６）１．２－２Ｃ



特　記
工事名称 青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事

図 面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：１００

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

Ｒ２．　８．３１
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Ｓ＝１：１００

電気設備　自動火災報知設備図（改修後）

Ｂ
HP

ＰＢ

5P

剣道場

女子更衣室

玄関

柔道場

男子便所

女子便所

ＡＥ

　〃 １．２－４Ｃ

１．２－２Ｃ

ＨＰ

５Ｐ

１．２－２ＣＨＰ

１．２－５ＰＨＰ

但し、二重天井内は、ケーブルコロガシとする。

注３．凡例

総合盤（Ｐ－１）ＰＢ

Ｂ

Ｓ

電鈴（１５０Φ）

差動式スポット型感知器　２種

煙スポット式感知器　　　２種

改修後

壁内　立下げ部分は、既設配管利用とする。

男子更衣室

倉庫

玄関

E- 6

壁付け

埋込型

注２．配線図中特記なき配管配線は下記とする。

注１．図中に示す、実線部分の新設を行うこと。

改修後　１階平面図

Ω
ＳＳＳＳＳ

Ｓ

天井内

天井内

Ｓ Ω



特　記
工事名称 青山中学校　武道場吊天井耐震対策工事

図 面名称

縮　　尺 Ｓ＝１：１００

承認 検図 設計 製図 図面番号作図年月日

種別訂正年月日

Ｒ２．　８．３１

1 98765432

31,500

3,5004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

A

1
4
,0
0
0

4
,0
0
0

4
,0
0
0

2
,0
0
0

4
,0
0
0

B

2
,1
0
0

A'

7
,0
0
0

7
,0
0
0

3
,5
0
0

3
,5
0
0

31,500

3,50012,0004,00012,000

Ｎ

現況１階平面図 Ｓ＝１：１００

Ｓ Ｓ
Ω

電気設備　自動火災報知設備図（現況撤去）

Ｓ

Ｂ

注１，図中に示す既設器具（実線のみ）の撤去を行うこと。

　　　（点線にて示す器具等は流用とする）

HP総合盤（Ｐ－１）

壁付け

ＰＢ

Ｂ

Ｓ

埋込型

電鈴（１５０Φ）

差動式スポット型感知器　２種

煙スポット式感知器　　　２種

注２，配線図中実線にて示す露出配管、配線及び、既設器具撤去に

　　　伴い不要になった露出配管、配線の撤去を行うこと。

ＡＥ （ＰＦ１６）

　〃 （ＰＦ１６）１．２－４Ｃ

１．２－２Ｃ

ＨＰ

５Ｐ

（ＰＦ１６）１．２－２ＣＨＰ

（ＰＦ１６）１．２－５ＰＨＰ

ＰＢ

5P

玄関

剣道場

女子更衣室

玄関

柔道場

男子便所

女子便所

改修前

倉庫

男子更衣室

E- 7

Ｓ

天井内

Ｓ

天井内

Ｓ

天井内

天井内

Ｓ Ω


